
ESTABLISHMENT  of URBAN PLANNING and 
ENGINEERING for SOCIAL SAFETY SYSTEM

地域安全システム学の構築－地域の安全を支える技術としくみ－

The local community can exist because the people lives there. It is universal in human life. Safety, amenity and
affluence is necessary in our life. Safety is one of the most fundamental desire of human being. What have
Urbanization and modernization given us, and what have they removed from us? We need ask ourselves whether we
believe in safety unconditionally. Safety of urban area should be re-considered for this reason that urbanization and
modernization has progress. This re-consideration is the only way to ensure our safety in our lives. Urban Planning
and Engineering for Social Safety System covers social system and technology to ensure our safety in local
community, urban area, and region as aggregation of urban stocks.

 

自然災害に対する市街地の脆弱性評価 気候変動への市街地側の適応策／防災まちづくり手法論／防災都市づくり計画論

災害からの都市・地域復興に関する研究／災害復興から考える都市の将来ビジョン 地域安全を支える技術の高度化と社会実装

本研究に関する担当研究室は加藤孝明研究室です．
部屋は東京大学生産技術研究所B棟6階のBw-605

電話： 03-5452-6474，FAX： 03-5452-6476
E-mail: kato-t@iis.u-tokyo.ac.jp                                               
HP: http://kato-sss.iis.u-tokyo.ac.jp

For  further information, contact below.                                  
Associate Prof.  Takaaki Kato, Dr. Eng                          
#Bw-605, Institute of Industrial Science 
TEL： +81-3-5452-6474， FAX： +81-3-5452-6476
E-mail: kato-t@iis.u-tokyo.ac.jp 
HP: http://kato-sss.iis.u-tokyo.ac.jp

人がいて地域がある．地域は，人の生活において普遍的である．安全があり，快適があり，豊かさがある．安全は，人間の本能に根ざした基本的
な欲求である．都市化は，我々に何を与え，何を失わせたか？日々の暮らしの中では，安全であることを所与の条件としていないか？都市化の進
んだ現在こそ，地域の安全について再考する必要がある．再考しつづけることこそが地域の安全を確保する唯一の手段である．
地域安全システム学では，都市ストックの集合体としての地域を対象に，誰もが安全で安心して暮らせる社会のシステムを考える．

Ｅさん Ｆさん

居住地 ・戸建て住宅地 ・戸建て住宅地

世帯構成 ・夫（71歳）、妻（68歳）の2人暮らし ・夫（35歳）、妻（36歳）、長女（5歳）

家計状況 ・年金収入で生活（元会社員），年収300万円
・借入金なし、預貯金1,500万円

・（夫）会社員、年収600万円
・住宅ローン残高2,000万円
・預貯金： 300万円

建物 ・戸建て住宅、木造2階建て
・建築面積48㎡、床面積96㎡
・持ち家、築35年
・建物被害： 全壊
・地震保険に加入していない

・戸建て住宅、木造3階建て
・建築面積42㎡、床面積126㎡
・持ち家、新築、駐車場有り
・3年前に建売住宅を購入
・建物被害： 全壊 （液状化）
・地震保険に加入していない

敷地 ・敷地面積80㎡
・前面道路幅員4ｍ
・持ち地
・土地評価額： 約1,000万円（㎡単価：13万
円）

・敷地面積80㎡
・前面道路幅員4ｍ
・持ち地（3年前に取得）
・土地評価額： 約1,000万円（㎡単価：13万
円）

子世帯 ・長男（43歳）夫婦： 春日部市郊外の戸建て
住宅（持ち家、半壊）に居住、会社員、子ども
2人（男13歳、女10歳）
・長女（41歳）夫婦： 東京都世田谷区のマン
ション（被災なし）に居住、会社員、子ども1
人（女16歳、高校生）

・夫の両親（父66 歳、母63歳）： 草加市の郊
外戸建て住宅（半壊）に居住、元会社員、年金
収入で生活
・妻の母(67歳)： 東京都足立区の戸建て住宅
（一部損壊）に1人住まい、年金と貯金で生活
・夫の妹（32歳）夫婦世帯： 東京都杉並区の
マンション（被害なし）に居住、子ども2人
（女3歳、男1歳）

居住歴 ・（夫婦）居住歴36年 ・（夫婦）居住歴3年

地域防災計画支援システム 防災まちづくり支援システム

東海・東南海・南海地震における地震火災リスク
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The second stage

Planning Support System

計画策定支援システムの機能

計画策定支援システムの事例

復興イメージトレーニング手法の構築

主人公になりきって，個人の立

場から，生活再建の選択肢を
考える．

プランナーの立場から，市街地
復興のあるべき姿を考える．

生活再建シナリオの記述

市街地復興シナリオの記述

両者の整合性を検証

個人の生活再建とプランナー
の視点のバランスを図る

A．市街地の脆弱性を把握，評価する B．対策を社会と共に考える

C．計画者の立場から被災に備える D．安全・安心社会の実現を技術的に支援する

社会的しくみとしての防災情報マッシュアップシステム
四川地震復興計画の策定

四川地震被災地調査

あなたの街の地震火災リスク
「延焼運命共同体」
震災時に同じ色の建物群の中から出火すると，
その建物群はすべて焼失する

首都直下地震における地震火災リスク

あなたの街の
「延焼運命共同体」

評価に基づく対策づくり，プランニングができる環境を実現

地震火災リスクの評価手法に関する研究

客観情報を用いたリスクコミュニケーション

ワークショップ手法による
対策検討・計画づくり

地域安全システム学の
構築

広域ゼロメートル市街地2058PLAN/  Below-Sea-Level City 2058 PLAN
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Urban spatial data

The fist stage

多様な組織との連携による「新しい公共
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